
 
 

   

 

 

 

 

 

 

                           

 

                         

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 環境教育等促進法に基づく体験の機会の場 

清泉寮新館及びキャンプ場を含むその周辺の森林（山梨県） 

認定事業者名：公益財団法人キープ協会 

活動を行うようになったきっかけ 

キープ協会の環境教育事業は、1983 年

に財団法人日本野鳥の会（当時）と「キー

プ協会を自然環境保全とそのための自然

教育の拠点とする」ための覚書を交わし

たことがきっかけでスタートしました。

翌1984年には拠点となるネイチャーセン

ターが山梨県北杜市清里高原に開設さ

れ、同会の支援を受けながら、本格的に環

境教育事業が始まり、1991 年からはキー

プ協会独自の事業となりました。 

活動として行っていること 

キープ協会の環境教育事業は、豊かな清里の自然を活かした自然体験型環境教育からスタート

しましたが、現在では多様な主体との協働や交流を通して総合的な環境教育、すなわちＥＳＤ（持

続可能な開発のための教育）へと進化してきています。 

体験の機会の場に関する事業は、キープ・フォレスターズ・スクールという部門で対応してい

ます。環境教育プログラムの実践と開発を行っており、体験の機会の場における該当プログラム

「環境教育指導者養成セミナー（清里インタープリターズキャンプ）」を開催しています。自然と

人、人と人をつなぐ役割を果たすレンジャーが環境教育指導者として多様な環境教育プログラム

を行っています。 

 

上記以外にも以下の環境教育関連事業を行っています。 

○山梨県立八ヶ岳自然ふれあいセンター 

  八ヶ岳環境と文化のむらの中心施設。山梨県の指定管理者として、キープ協会が管理運営を

担当しています（1994 年から）。 

 当初は専従スタッフ１人体制でしたが、今では 30 人を超えるまで規模が拡大し、清里を拠点

としながらも、日光国立公園那須平成の森の管理運営業務など全国各地で環境教育事業に携わる

機会を得ています。2012 年には、山梨県から、「体験の機会の場」認定制度において、全国初の

認定を受けました。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○やまねミュージアム 

  天然記念物ヤマネを紹介する日本唯一の博物館。総合的な研究を基盤に、環境保全や環境教

育の提案を行っています（1998 年から）。 

○日光国立公園那須平成の森 

  宮内庁から環境省へ移管された那須平成の森と中心施設であるフィールドセンターの管理

運営業務を担当しています（2011 年から）。 

○山梨県地球温暖化防止活動推進センター 

山梨県から指定を受け、地球温暖化防止推進員の支援、普及啓発業務、パンフレットや教材

作成などを行っています（2015 年から）。 

参加者の安全確保について 

キープ協会独自の安全管理マニュアルに基づいてプログラムを運営しています。また、救命講

習等を継続受講することで、安全対策に関する最新の知見を得ています。 

体験の機会の場への参加の状況について 

地域や国、世代を超えた交流について 

環境教育指導者養成セミナー（清里インタープリターズキャンプ）には、全国各地から参加者

が集います。高校生から年配の方まで、さらには環境教育のプロから日常生活の中で環境教育 

体験の機会の場該当事業である環境教育指導者養成セミナー（清里インタープリターズキャ

ンプ）は、環境教育に関心を持つ 16 歳以上の方を対象に行っています（2017 年度 31 名）。 

また、子ども、親子、環境教育に関心を持つ方など対象別に、環境教育指導者養成セミナー含

む主催プログラムを各種実施しています（2017 年度 820 名）。学校、企業、省庁、自治体等から

の受託プログラムとして、237 事業を実施しています。 

これらの事業を通じて、環境教育やインタープリテーションの基本となる考え方や手法、企

画や広報の考え方、体験学習法のインタープリテーションへの応用などの視点を得ていただい

ています。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境教育としての効果について 

環境教育指導者養成セミナー（清里インタープリ

ターズキャンプ）では、環境教育やインタープリテ

ーションの基本的な考えや技術だけでなく、持続可

能な社会実現のために主体的に行動できる人とな

るための思い（インタープリター的センス）を持ち

帰ってもらうことを大切にしています。 

職業として環境教育に取り組む方や主婦、学生と

多様な参加者がそれぞれの現場で活動するために、

セミナーでの体験を日常へつなげるプログラム構

成としています。 

終わりに 

キープ協会は、環境教育を効果的に進め、成果を生み出すための３要素である①施設及びフィ

ールド、②プログラム、③指導者（レンジャー）を備えている体験の機会の場です。八ヶ岳南麓

の標高約 1,250～1,450ｍの斜面に位置し、盛夏でも気温 30℃を超えることが少ない涼しい敷地

は、森林と牧草地とで構成されており、敷地西側には山梨県内有数の景勝地である川俣川東沢渓

谷があります。自然豊かな清里高原をレンジャーと一緒に過ごしませんか？ 

所在地・申込み方法 

所 在 地   山梨県北杜市高根町清里 3545 

申込方法   環境教育指導者養成セミナー（清里インタープリターズキャンプ）を始めとする主催プロ

グラムは、ホームページやメール、ＦＡＸなどで申し込みいただけます。プログラムによ

っては、割引があるものがあります。 

受託プログラムは、ホームページ（http://www.keep.or.jp/taiken/dantai/shizen.php）

や 資料を確認いただいた上で、オーダーシートで申し込みいただきます。 

を実践したい方まで多様な参加者層のため、様々な交流を通して環境教育への理解を深めること

ができています。 

また、上記セミナー以外のプログラムでは、アメリカ大使館との協働で行うものや海外の関係

団体との協働で行うものもあり、国を超えた交流を行うこともあります。 


